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	処分の概要
	許可の取消し等

	例規名
根拠条項
	交野市法定外公共物管理条例　第5条

	例規番号
	平成14年条例第18号

	【根拠条文】
(許可の取消し等)
第5条　市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、(＊)前条第1項の規定に基づく許可(以下「許可」という。)を取り消し、その内容を変更し、その効力を停止し、又はその条件を変更することができる。
(1)　使用者がこの条例の規定又は前条第2項の規定により付された条件に違反したとき。
(2)　使用者が偽りその他不正な手段により当該許可を受けたとき。
(3)　公用又は公共の用に供するために、許可に係る法定外公共物を使用するとき。
(4)　許可を受けて行った前条第1項第1号又は第2号に規定する行為が法定外公共物の管理上著しい支障を生じたとき。
(5)　前各号に掲げるもののほか、公益上やむを得ない必要があると市長が認めるとき。

【基準】
根拠条文及び第4条の規定による。
(行為の許可等)
第4条　次に掲げる行為をしようとする者は、あらかじめ、市長の許可を受けなければならない。当該許可を受けた者(以下「使用者」という。)が当該許可に係る事項を変更しようとするときも、同様とする。
(1)　工作物、物件等の設置による法定外公共物の敷地の使用その他法定外公共物をその本来の用途以外の用途に使用すること。
(2)　法定外公共物の敷地において、その形状の変更を伴う行為その他の工事を行うこと。
(3)　前2号に掲げるもののほか、法定外公共物の管理及び利用に影響を及ぼす行為をすること。
2　市長は、前項の許可に際し、法定外公共物の管理上必要な条件を付することができる。
3　第1項の規定にかかわらず、災害時における維持補修その他やむを得ない事由があると認められる場合において、同項各号に掲げる行為を行うときは、事後に、市長に届け出て、その指示を受けるものとする。



	備考
	

	

	設定年月日
	平成24年6月30日
	最終変更年月日
	平成29年10月16日



1
image1.wmf

